
- 76 -

研究機関と連携した北海道防災教育資料の作成

岡本 研

当センターでは，以前より札幌管区気象台や北海道開発局等と連携し，教育現場で活用できる自

然災害・防災教育資料を作成し，その活用と普及を図ってきた。この流れを受け，本年度「北海道

防災教育資料－風水害編－」を作成したので報告する。
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１ はじめに

自然災害から

身を守るために

は，様々な自然

現象について正

しい知識を持ち，

自分自身への身

近な危険として

認識し，災害時

にとるべき行動

を平時から身に

つけておくこと

が重要である。

このため，子供

の時期から正しい防災知識をかん養する一助

となるよう，教育現場で実践的に活用できる

風水害編の防災教育資料を作成し，学校にお

ける防災教育をより一層充実させることを目

的とし，北海道防災教育資料を作成すること

とした。資料作成の基本的なコンセプトは，

「①理科教材の一環として資料を作成し，自

然現象と災害を結び付けて学ぶ」，「②過去の

映像や実験等を通じて自然現象の理解を深め，

効果的な防災対応を学ぶ」の２点である。

なお，北海道防災教育作成委員会の構成は，

以下の通りである。

○ 北海道立理科教育センター事業課（現

北海道立教育研究所附属理科教育セン

図１ 北海道防災教育資料

ター）

○ 札幌管区気象台総務部業務課・技術

部予報課

○ 北海道開発局事業振興部防災課

○ 北海道総務部危機対策局防災消防課

○ 北海道教育庁学校教育局学校安全・

健康課

※アドバイザー：北海道札幌北高等学校教頭 宮
嶋衛次氏（現 北海道室蘭栄高等学校副校長）

作成に当たっては，理科教育センターが提

案した原案に対し，委員会でメール等を通し

て意見交換を行い，当センターが中心となっ

て作業を進めた。また，著作権等に配慮しな

がら気象台が点検・修正を行って完成させた

ものである。

２ 資料作成のねらい

「風水害」とは，強風，大雨，洪水，高潮，

波浪などによる自然災害のことである。これ

らは，毎年のように全国各地に大きな災害を

もたらしており，このような自然災害から身

を守るためには，様々な自然現象について正

しい知識を持ち，自分自身への身近な危険と

して認識し，災害時にとるべき行動を平時か

ら身につけておくことが重要である。このた

め，学校における防災教育をより一層充実さ

せることを目的とし，子供の時期から正しい

防災知識を身に付けることができるよう，教

育現場で実践的に活用できる風水害編の「北
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海道防災教育資料」を作成した。

作成した防災教育資料は，主に中学校の授

業での活用を想定しており，新学習指導要領

にも掲げられている，「気象とその変化の事物

・事象に対する科学的な見方や考え方を育成

すること」や，「自然環境の保全に寄与する態

度を育成し，自然を総合的に見ること」の学

習において，効果的な教材となっている。

資料活用の具体的な単元としては，「大地の

成り立ちと変化」，「気象とその変化」，「自然

と人間」があげられ，特に「自然と人間」の

中の「自然の恵みと災害」においては，台風

や洪水を取り上げることによって，自然と人

間のかかわり方を学ぶ上で大切であるとされ

ており，この資料が広く活用され，充実した

授業が行われるものと考えている。

３ 資料の構成

本資料は，基本的にはＡ４版１枚あるいは

２枚のカード式となっており，選択して使う

ことができる形式となっている。カードの資

料の内容は，「風水害の基礎知識」，「北海道

の災害」，「授業づくりのために」，「参考資料」

の４種類があり，それに加えて「課題の解説」

がある（図２）。

①風水害の基礎知識

大雨について学ぼう／水害の種類に

図２ 資料の構成

ついて学ぼう／土砂災害について学ぼ

う／土砂災害の危険信号を学ぼう／台

風の特徴について学ぼう／台風の雨と

風について学ぼう／台風の予報につい

て学ぼう／海の風水害について学ぼう

／局地的な強風災害について学ぼう／

雪害について学ぼう

②北海道の風水害を学ぶ

北海道の集中豪雨を学ぼう／北海道

の水害被害を学ぼう／北海道の土砂災

害を学ぼう／北海道の台風や低気圧に

よる災害を学ぼう／北海道の台風や低

気圧による災害を学ぼう／北海道の日

本海側の大雪について学ぼう／北海道

の低気圧による豪雪災害を学ぼう／北

海道の暴風雪を学ぼう

③授業づくりのために

土砂災害モデル実験をしよう／北海

道の気象を再現するモデル実験をしよ

う／川を観察して洪水について学ぼう

／浸水ハザードマップを作ろう／自然

災害を調べてみよう

④参考資料編

雨と風の程度について学ぼう／注意

報や警報について学ぼう／北海道の防

災対策の実例を学ぼう／自然災害の情

報を手に入れよう／防災メモ

⑤課題の解説

各頁に設定された課題に関しての解

答・解説等

「風水害の基礎知識」では，大雨や台風等

のメカニズムに焦点を当て，教科書には書か

れていないような解説を行った（図３，４）。

基礎知識とはいえ，様々な専門用語を用いた

具体的な解説もあり，中学生にとってはやや

難しい内容となっているが，「役に立つ」「授

業での活用」という観点から，易しすぎる資

料を作成するよりも，この方向で作成するこ

ととした。
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「北海道の災害」は，北海道各地で実際に

発生した風水害について書かれている。図や

写真を多数掲載することにより，どのような

災害であったのかを理解しやすくなっている

（図５，６）。災害発生時の天気図や各気象要

素のデータ等から，発生の原因について考察

したり，被災状況についての知識を身に付け

たりするなどして，生徒が実感を伴って自然

災害について学べるよう工夫した。取り扱っ

た自然災害も，大雨・洪水の他，大雪，強風

等についても幅広く取り上げた。ここでも，

教科書で学ぶ内容よりも多岐にわたる発展的

内容を含んでいるが，北海道の各地域で実際

に発生した自然災害を取り扱っているため，

生徒は興味・関心を持って実感を伴った自然

災害・防災に関する学習を行うことができる。

図４ 「自然災害の基礎知識（土砂災害）」

図３ 「自然災害の基礎知識（大雨）」

「授業づくりのために」は，実験・実習を

通して自然災害・防災について学ぶ内容とな

っており，自然災害のメカニズムについて科

学的に考察するためのモデル実験や自然観察，

資料を用いた調べ学習などを取り上げた。主

に当センターの教員研究講座で実施している

自然災害の実験・実習を取り扱った。

「参考資料」は，予報に関する基礎知識や，

情報の入手方法など，身近な情報を効果的に

活用することができるようにする内容である。

なお，ほとんどすべてのテーマにおいて，授

業で取り扱う際に効果的な，生徒が考察した

り調べたりする「課題」が設定されているの

が大きな特徴となっており，各課題に対する

解説を７ページにわたって掲載した。

図５ 「北海道の自然災害（暴風雪）」

図６ 「北海道の自然災害（日本海側の大雪）」
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図８ 「授業づくりのために（モデル実験）」

図７ 「授業づくりのために（野外観察）」

図９ 「参考資料（防災施設）」

４ まとめ

作成した教育資料は，北海道教育庁学校教

育局学校安全・健康課を通じて，北海道のす

べての公立中学校にＣＤ媒体で配布された。

また，当センターのWebサイトからもpdfファ

イルにてダウンロードできるようにしてある。

http://www.ricen.hokkaido-c.ed.jp/243chigaku_saigai/

243HBKS-fusuigai/fuusuigai2009top.html

今後は，中学校での活用を図り，成果を普

及させ，また，内容的には高等学校教育にお

いても十分活用可能であり，高等学校でも授

業や総合的な学習の時間での活用を図ってい

きたい。

（おかもと きわむ 地学研究班）

図９ 「課題の解説（台風の風）」
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